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１． はじめに 
スクールカウンセラーとして仕事を始め１８年が経った。筆者は中高一貫の私立女子校に 1999
年より、初代スクールカウンセラーとして学校内のカウンセリング・ルーム創設から携わってきた。
着任当初よりスクールカウンセラー専任の常勤職員として雇用されている。筆者が着任した当時
は公立学校に文部省（現・文部科学省）の肝入りで、選抜されたスクールカウンセラーが実験的
に導入された草創期だった。平成７年（1995 年）に初等中等教育局長決済により「スクール カウ
ンセラー活用調査研究委託実施要項」が各県に示され、全国 141 校の小学校、中学校、高等学
校それぞれ１校につき１名ずつ、週２日（１日４時間）年週 35 週の契約で、スクールカウンセラー
活用の研究調査が始められた。２年間限定の導入であり、この結果次第でその後のスクールカウ
ンセラー本格的導入が決まるだろうという重要な転換点である。当時、公立学校へ派遣されたス
クールカウンセラーは、日本臨床心理士会が慎重に人選を行い、各都道府県教育委員会へ推
薦した。いじめ、校内暴力、不登校など児童生徒の問題行動、学校不適応への対策として、心の
専門家としての力量を問われるという覚悟を持って臨んだ、ということが様々な書物にも記されて
いる（山本，1995、村山，1995）。 
一方、私立学校にはそれより 30 年程前（1960 年代）からスクールカウンセラーが置かれてきた
実績があった（最上，1995、保原，1995）が、多くは非常勤職として限られた日数のなかで活動し
ており、筆者の勤務する学校（以下勤務校）のように常駐の専任スクールカウンセラーを置く学校
はまだごく少数だった。私立学校にはそれぞれ創立の歴史があり、独自の理念のもと、それぞれ
の校風を大切に育んでいる。そのため、スクールカウンセラーも各校の現状と理念に即した活動
が求められる。勤務校には校務分掌上、教育相談部・係などは置かれておらず、不登校や逸脱
行動などの生徒指導上の問題が発生した場合、学級担任や学年担当、生活指導部の教師たち
がそれぞれの立場で対応していた。スクールカウンセラー導入は管理職主導で進められ、スクー
ルカウンセラーという役割が教師たちにどのように捉えられているのか不明瞭なままのスタートだ
った。常勤専任スクールカウンセラーとしてお手本とすべきモデルもなかなか見つけられず、試
行錯誤しながら現在のカウンセリング・ルームを作っていった（芝，2002ａ、芝，2002ｂ）。なお、常
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勤だが教科担当者と兼任のカウンセラーが置かれる学校もあるためここでは「常勤専任スクール
カウンセラー」としたが、以下常勤 SC と略記する。 
現在、公立スクールカウンセラーは自治体によっては配置率にばらつきこそあれ、平成 18 年
度（2006 年度）に中学への全国配置が完了したという（村山，2012）。平成 7 年に期間限定の調
査研究としてスタートし、平成 13 年度（2001 年度）よりスクールカウンセラー活用事業として制度
化されたという経緯を考えてみれば、隔世の感がある。スクールカウンセラーの活動に一定の意
義が認められてきた結果であろう。 
本稿では、私立女子中高一貫校という現場で勤務してきた 18 年の実践をふりかえり、学校教
育相談における常勤 SC ならではの役割や意義、今後の課題について考えてみたい。 
 
２． 学校教育相談とは 
（１）教育相談における学校教育相談 
スクールカウンセラーが日本の公教育にも導入されるようになる以前から、学校では教師たち
が主体となり教育相談活動が行われてきた。教育相談と一口に言っても担当する組織や主たる
相談内容によっていくつかに分類することができる（原野，1979）。例えば、都道府県の教育委員
会が設置する教育センターなどで行われる教育相談もあれば、児童相談所、子ども家庭支援セ
ンターなどで行われる子どもの家庭状況にも踏み込んだ教育相談もある。また、少年センターや
家庭裁判所などで行われる、逸脱行動への処遇等の教育相談もある。それぞれの機関で、主な
相談内容に得意分野があるが、学校での教育相談もそういった教育相談活動の１つである。い
ずれの教育相談でも相談の対象となるのは、幼児期～学齢期の幼児、児童、生徒、学生であり、
教育の対象となる人たちが抱える諸問題に対応するのが共通の特徴である。 
学校内で行われてきた教育相談活動は学校教育相談と呼ばれ、学校に通う子どもたちが学校
という場で抱える諸問題に対して、心理学的な知識・理解を背景としたアプローチを活用しながら、
教師たちが学校という生活の場で対応しようと工夫してきた。日本における学校教育相談は、大
塚（2012）によると 1950 年代初め頃、生活指導を担当する教師たちが関心を寄せるようになった
ことから始まる。その後現在に至るまでの学校教育相談やカウンセリングと教育との関係に関す
る歴史的変遷については近藤（1997）、今井（2015）、宮田・水田（2009）等で考察されている。 
近藤（1997）は「学校カウンセリングに関連する論文数」の推移を手掛かりに行った北原（1997）
の論考をもとに教育臨床とカウンセリングについて、それぞれの時代における教育現場での「問
題」とその問題に対処するための手がかりとしてカウンセリングの考えがどのように期待を寄せら
れ、また試練をうけたかという経緯を考察している。それによれば、戦後の復興期に「教育界にお
ける新しい民主主義教育への意欲の高まりの中で、新しい人間観や教育観を示唆するものとし
てカウンセリングの考えが迎え入れ」られ、戦後の社会的混乱や経済的困窮を背景とする「非行」
のような問題に対処する手がかりとしてカウンセリングに期待が寄せられた。1960 年代に入ると高
度経済成長を背景として「子どもに対するマスメディアの悪影響、受験戦争の激化等の新しい問
題」が現れ、当時の「カウンセリング・ブーム」を背景に教育界にもカウンセリングの考え方（「無条
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件の尊重」や「共感的理解」等）が浸透した。ところが1960年代後半に「カウンセリングは『指導』と
対立する」などの新しい批判が現れ始め、1970 代には高校紛争や校内暴力等への問題に呼応
して「カウンセリングは『厳しい指導に水を差す』」のような批判を受け、教育界のカウンセリング指
向は衰退する。一方で 1980 年代前後より「教育の原理とカウンセリングの原理の相違という観点
から、教育界へのカウンセリングの安易な導入に関する反省的考察」が行われ、1980 年代になる
と「登校拒否」「いじめ」「自殺」等の新しい問題への対処としてカウンセリングへの関心が微増し
「カウンセリング・マインド」という言葉が多用されるようになる。これは1950年代のような「教師がカ
ウンセラーになる」という「教師カウンセラー論」ではなく、「教師がカウンセラーとは異なる役割を
持つ存在であることを認めたうえで」、「カウンセラー的態度」を子どもたちへの対応に生かそうと
する流れの萌芽であろう。1990 年代から「『いじめ』『不登校』がさらに大きな社会的問題」となり
「学校と教師の援助力の向上を目標にした事業」が文部省によって進められると同時に「心理臨
床専門家をスクール・カウンセラーとして学校の中に導入する」という時代を迎える。この背景に
は 1970～80 年代から生じてきた「父親や教師といった権威の崩壊」「学校や教師に対する非難と
不信」（近藤、1997）、1990 年代半ばから始まる、グローバル化を背景とした「教育の多様化」「保
護者が学校の求める要望の多様化」（今井、2013）など社会における学校・教師の地位変化や不
登校・いじめ問題の増加や深刻化、多様化への対応などがあるだろう。 
このように時代の要請を受けながら、カウンセリングは教育現場にどのような新しい貢献ができ
るのかを問われ、教師たちはカウンセリングの考え方や技法を問題解決の手がかりとして生かそ
うとしてきた。学校教育相談は学校における「教育」と「相談」のせめぎ合いを経て、それぞれの
役割や特性を理解しつつ協働するという新しい時代を迎えている。 
  
（２）現在の学校教育相談に影響を与える理論 
このような時代にあって現在、学校教育相談に影響を与えている理論をふりかえってみよう。 
石隈（2002，1999）は、学校心理学を「学校における援助サービスの理論と実践の体系」とし、
子どもの日常生活の場における心理教育援助サービスを「一人一人の子どもが学習面、心理・
社会面、進路面、健康面などにおける問題状況を解決するのを援助し、子どもが成長するのを
促進する教育活動」と定義している。援助サービスの対象は、援助ニーズのある全生徒としその
担い手として保護者、教師、スクールカウンセラーを想定している。また、そういった役割的な関
係を持たないものも「ボランティアヘルパー」と名付け、具体的には友人や地域の人、スポーツク
ラブのコーチなどを挙げている。学校コミュニティ全体を支援の対象とし、援助ニーズの度合いに
応じて学校全体への予防的アプローチや成長促進的アプローチ、個別的援助に分類し、「一次
的援助サービス」から「三次的援助サービス」まで体系化して説明している。スクールカウンセラ
ーも学校教育相談という心理教育的援助サービスの「専門的ヘルパー」として位置づけ、主な役
割としては「アセスメント、子どもへのカウンセリング、教師・保護者、学校組織へのコンサルテー
ション」などを挙げている。 
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近藤（2002，2010）は学校臨床心理学を提唱し、心理臨床家が従来型の「病理治療モデル」を
学校という場にそのまま注入するのではなく、「子どもが生活する場としての学校」に注目し、「成
長」促進という新しい視点から教師による教育活動を支えようとする試みであるとしている。抽象
的一般的な「学校」ではなく、具体的個別的な「この学校」の「この教室」で生活する「この子ども」
が「この先生」や「このクラスメイト達」との相互作用過程の中で、どのような課題を抱えて「この問
題」を生じているのかを明らかにし、成長促進的な関わり（介入）をすることで「問題」を成長のス
テップとする試みは極めて「臨床」的といえるだろう。教師の働いている場の構造、独自の役割な
どに共感的・肯定的な関心を持ち、学校や教師独自の働きかけの原理を浮き彫りにしつつ、臨
床心理学の知見を活かした視点から優れた実践の教師間における共有を図ろうとしている。その
姿勢は、教師とのカンファレンスでも発揮されている（『月刊学校教育相談 ７月増刊号』「特集 
事例をふりかえる かかわりが変わる―近藤邦夫事例研究会」（2002））。 
先述した石隈（2002）は学校教育相談の現状および今後の課題について、大野の『学校教育
相談－理論化の試み』（1996）『学校教育相談－具体化の試み』（1997）をもとに整理している。そ
こでは「教師は指導サービスを行いながら、児童生徒の学習上の悩みの相談、学習意欲向上の
工夫、情緒面への配慮、友人関係の悩みの相談、進路決定の相談を行っている」「すべての教
師が、授業や特別活動の場で、子どもと関わりながら、子どもの問題状況の解決を援助している」
と述べ、学級担任、教科担当者、教育相談担当者、養護教諭など教師が役割別に担っている援
助内容を記述している。 
 
（３）学校教育相談におけるスクールカウンセラーの役割 
これらの理論からみると、学校教育相談において病院臨床や学校外部の相談機関で行われ
るようなカウンセリングの理論や概念、技法をそのまま学校に適用することは、学校ならではの教
育相談活動を阻害し、「教育」と「相談」の分裂を生むと言えるだろう。学校という場や教師特有の
関わりを汲み取り生かしながら臨床心理学の知見をその「場」になじませ、臨機応変に活用して
いくことが求められている。実際、スクールカウンセラー制度が公立学校に導入された際も、前節
で述べたような教育とカウンセリングの出会いを踏まえ、スクールカウンセラーは教師の専門性を
尊重し「学校の黒子」として学校に関わることが心理臨床専門家の自戒を込めて求められた。 
では、改めて学校教育相談におけるスクールカウンセラーの役割を整理すると、どのようなも
のになるであろうか。スクールカウンセラーの役割については様々な理論的背景を持った心理臨
床家が様々な提言をしている。公教育へのスクールカウンセラー導入の経緯からすると、不登
校・いじめなどの生徒指導上の諸問題に対する解決策としての期待は大きい。よって問題解決
的対応はスクールカウンセラーの中核的な仕事の一つであろう。他にコミュニティ心理学（山本，
1986）の発想から、学校を一つのコミュニティととらえ心理的不調を予め防ぐことを目指す予防的
活動、在籍する子どもたち全員への発達促進的な関わりを通し“well‐being”を目指す心理教育
的活動、大きな天災（阪神淡路大震災や東日本大震災など）や学校に在籍する子どもや教員の
自死が発生した場合の緊急支援など、期待される役割は広がりを見せている。 
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 また、山下（１９９９）は学校側から期待されているスクールカウンセラーとしての専門性について
次の３つを挙げている。 
① カウンセリングができる 
② 子どもの状態や心理的背景などを、保護者や教師に説明できる 
③ さまざまな人間関係における調整役を担うことができる 
これらは大変シンプルで現場の感覚にマッチした説明であるが、一方で鵜飼（２０１２）は保護者、
教員が葛藤関係にあるとき、安易に調整役、仲介役を引き受けると、スクールカウンセラー自身
が両者の葛藤状況に巻き込まれ、うまくいかないことが多いとしている。こうした場合「カウンセリン
グの基本に立ち戻り『今、目の前にいる人の話をしっかり聴く』」という態度に徹することを勧め、
当事者が自身のニーズを理解した上で相手の気持ちや立場が理解できると「おのずから解決の
方向に」向かうとしている。重要な示唆であり筆者の経験と照らしてもうなずける部分があるが、常
勤 SC は外部性や中立性の担保が難しく、学校内外の人から学校内部の関係者とみなされやす
く、葛藤関係にある二者間に巻き込まれやすい。それでもなお調整していく必要に迫られること
が多くあり、ここは常勤 SC の難しいところである。 
さて、以上のような様々な役割に関するアイデアをふまえ、改めて学校教育相談におけるスク
ールカウンセラーの役割について考えてみると、次の４点に集約されるだろう。 
① 学校全体を対象とし、教師、保護者、ときには子どもたちと協働しながら成長促進的な支
援を行う 
② 子ども一人一人の特徴（発達状況や心理学的背景）や状態について、カウンセリングの考
え方や手法を用いて理解する 
③ 学校内外の支援者（保護者、教師、その他の相談機関や地域の支援者など）と子どもの理
解や関わりの方針を共有し、子どもが成長できる場を整える 
④ 学校と子どもの間で何らかの「問題」が発生した場合、両者の特性を理解し、今、なぜ、こ
こで、この問題が発生しているのか、を考察し問題解決を目指す 
筆者の勤務校は、導入時から常勤 SC を設置した。上記の役割について、具体的にはどんな
関わりをしてきたか、また、さらに常勤 SC ならではの役割について考察を進めたい。 
 
３． 勤務校での実践 
（１） 常勤 SC 導入の経緯 
 勤務校は都内にある中高一貫の私立女子校である。駅から近く通学に便利だが繁華街から遠
く閑静な地域にある。都内のみならず、千葉、埼玉など隣県からも通学する生徒がいる。明治時
代に創立された伝統校であり、穏やかで伸びやかな校風である。筆者が着任した当初は高校募
集を行っており、高校入学の生徒も多かった。そのため中高合わせて 700 名程度の在校生のう
ち、高校生の方が割合として高かった。現在は一部を除き高校募集を停止しており、高校と中学
がほぼ同じ割合で在籍している。高校は全日制普通科で近年は９割以上４年制大学進学を目指
しているが、筆者の着任時は短大進学者も多く、４年生大学進学を目指すコースと短大専門学
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校等を目指すコースに分かれていた。専任教員が 50 名弱、非常勤講師も併せて 70 名程度の小
規模校である。着任の際、管理職から「今後、益々多様な生徒が入学してくるだろう、特に若い教
師たちに対し生徒指導や保護者との連携の力になってもらいたい」というお話を伺った。学校の
ニーズとしては直接の生徒指導よりも教師へのコンサルテーションや協働にあったと言えるだろう。
このニーズを受け、職員室にも筆者の席を用意してもらった。教師間にもともとニーズがあり、十
分な議論の末、体制を整えてスクールカウンセラーが迎えられる学校もあるが、勤務校の場合、
管理職が多様な生徒の受け入れのため経営方針として常勤 SC 導入を決めた。その経緯から組
織上の位置づけは管理職直属となった。これは 18 年経った現在も変わらず、カウンセリング・ル
ームの運営について常勤 SC の意見を強く反映することができる体制となっている。 
カウンセリング・ルームの設置場所を検討する際、学校から出たニーズは保健室利用者との棲
み分けである。当時の保健室利用者は「問題」を行動で示すものが多く、内向的な生徒が近づき
がたかった。これを受けカウンセリング・ルームは保健室から離れ、かつ教師や他の生徒から出
入りが見られにくい場所に設置された。生徒利用は原則として昼休みと放課後、生徒や保護者
の個別面接は予約制とした。予約は直通電話、予約票などにより常勤 SC と直接取ることができる。
（なお、生徒のニーズに応じて近年は授業中も、教師の承認があれば利用可能となった。）面接
予約のない時間、筆者は職員室の自席で作業しながら教師集団に接近することとなった。 
当時は、公立学校へのスクールカウンセラー参入についても「黒船来襲」といった異分子（異
文化）の侵入という印象を持たれていた時代である。勤務校の場合、のちに聞くところによると、
年度末に急に常勤 SC 導入が通達され、どんな人物が来るのかも知らされないまま４月を迎えた
そうである。教師たちの驚きと警戒心はいかばかりであったかと思う。実際、学校でどんな役割を
果たせるのか筆者も経験のない領域であり、教師たちも筆者もお互いに手探り状態であった。職
員会議で生徒を擁護する発言をすればそのような重要な決定に影響を与える発言は慎むように
と意見され、軽度発達障害や不登校の生徒などの対応について生徒理解があまりに異なり、方
針が一致しないことなども度々あった。その都度「日常語で」「実際にサポートしている場面を共
有して」「医療機関の意見を借りて」理解を訴えてきた。筆者としてもカウンセラーという役割を担う
ものがその専門性である「聴く」ことを放棄して、声高に自分の主張を「話す」ことがあっては本末
転倒と考えてはいたが、常勤SC は先述のように異なる立場や葛藤状態にある人たちの間に入っ
て調整する必要に迫られることも多い。そのため、理解をコンパクトに伝える技術も必要であると
痛感した。現場の教師たちは忙しい。学生時代や他の臨床現場でのカンファレンスでは２、３時
間かけて一人の人についての理解を深めていたが、学校現場でそのような時間の使い方は難し
い。筆者の冗長で頻繁な報告に苛立ちを抑えようと努力している教師、筆者が声をかけると途端
に表情が曇る教師、そのような教師たちに出会い、どんな事例も５分以内で説明できるようにと心
掛けるようになった。 
優れた教師たちは子どもの言動を虚心に観察しそこから子どもの変化をつかむ。筆者と話した
後に、子どもの表情が変わる、声のトーンが変わる、行動が変わる、ということを観察し、教師たち
はカウンセリングの効果を徐々につかんでくださった。百聞は一見に如かず、である。 
150
教師から生徒対応について相談・報告を受けることは、現在、日々の仕事の半分以上を占め
ているが、着任当時はとても少なかった。当時、職員室内で生徒についての話題も多く、自然と
耳に入ってくることが多かった。耳を傾け、意見を聞かれてもいないのに筆者の方から「もしかし
てこういう見方はできませんか」と臨床心理学的な見方を控えめに押し売りしていたものだ。そう
するうちに、教師からの相談（あるいは「ご意見」）も増え、そこで立ち止まって一緒に考える、とい
うことを繰り返すうちに教師が見方や関わりを変えるきっかけとして活用されるようになった。 
筆者自身が心理臨床家として未完成な状態で勤務校に着任できたのは（当時は大変な苦労と
感じたが今思えば）幸運なことだったかもしれない。大学院等で訓練を受けたベーシックなカウン
セリングのアプローチを踏まえ、学校現場でそれをどう生かせるのかということに腐心した。心理
臨床家としての関わりで本質的なことは何かを考え、この学校に必要なカウンセラーの仕事とは
何か、心理臨床の知見を活かしこの学校の子どもたちの役に立つのはどうすればよいか、を考え
た。試行錯誤の中、校外学習をきっかけに不適応に至る生徒達に出会い、校外学習の引率にも
志願した。どのようなことが起こりやすい場なのかを体験的に学びたかったからだ。また、友人間
のトラブルについて子どもたちから相談を受けるたびに「言い方」や「怒りとのつきあい方」などを
学ぶことで避けられるトラブルもあるのではないかという思いが湧いてきて「成長促進的な支援」と
して構成的エンカウンターグループなどをもとにしたプログラムのファシリテーターをするようにな
った。スクールカウンセラーを導入してもカウンセラーはあくまでも黒子的存在でカウンセリング・
ルームからむやみに出てはいけないとか、予約は必ず教師を通さなければならないという学校も
ある。筆者の学校全体に関わりたいという思いを勤務校は柔軟に受けとめてくれた。 
未完成な状態で着任できたことは、一人の新人職員としてこの学校に馴染めるようにと様々な
教師、職員が声をかけてくれる幸運にもつながった。現在、そうして声をかけてくれた方々は世
代交代でご退職になり、筆者が新しい教職員を勤務校のコミュニティに迎え入れる側となった。
教職員集団の中で先輩より後輩が増え、専門性の違う後輩（教師）から助言を求められることも増
えた。「常勤 SC としてはこうする」というアイデアがあっても、立場の違いを考慮しながら助言せね
ばならない経験をするうち、教師とカウンセラーの専門性の違いの１つは集団を対象に、ある程
度の方向付けをする責任を負うことから生じているのではないかと感じるようになった。 
 
（２）教師とスクールカウンセラーの違いと共通点 
 山本（1995）は心の問題へのアプローチとして「Active な知（働きかけの知）」と「Passive な知（受
身の知）」の２つが必要であると述べ、現代の子どもたちを健全に育てていくには両者を相補的
に使う必要があるとしている。従来、心理臨床家は「共感的理解」や「Being」を大事に「見守る、待
つ、支える」といった関わりをする女性原理的な「受身の知」を用いることが多く、反対に教師は
「対象化」や「コントロール」「Doing」を大事に「能率、効率、無駄を切る」というような男性原理的な
「働きかけの知」を得意とする人が多いと言われてきた。教師には、年齢の幅が 1 年以内にあると
いう共通点しかない子どもたちを集めた、モチベーションも性格も到達したい目標もバラバラな集
団を一定の時間、学習に向かわせるという責任がある。教師はカウンセラーと違い、このような集
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団を前に教師としての役割を担って立たねばならない。Active Learning や ICT（Information & 
Communication Technology）を取り入れた授業など新しい教育的なアプローチも採用されてきて
はいるが、現在の学校教育でまだまだ主流となっている講義型の授業でも新しいアプローチでも
教師はある程度の権威を持って教室内の秩序（少なくとも一定時間、生徒が学習に向かうという
構造）を作り出さなくてはならない。そのためには Active に関わり、生徒たちを動機づけ、方向付
ける必要が生じる。教師たちは目に見えることに注意を向け、行動を観察し、行動に対してフィー
ドバッグを与える。カウンセリングのように一対一の場面では多少協調的ではない振る舞いをして
もこれまでの関係性の中で子どもの行動の背景を考えて許容することができるが、集団となると
収拾がつかなくなることがある。そういった振る舞いをする生徒への対応をしている教師を見て他
の生徒たちは何がこの教室内で許される振る舞いかを学ぶからだ。教師がカウンセラーと大きく
異なるのはこのような生徒たちからのまなざしに教室内でさらされていることではないだろうか。こ
のことにより、教師たちは生徒の行動を統制すると同時に、生徒たちからも役割期待をされ教師
自身の行動を統制されることになる。（例えば「公平であること」「はっきりとわかりやすい指示を出
すこと」「時間を守ること」「言行一致すること」「応答すること」など。） 
 筆者自身、グループワークのファシリテーターとして生徒集団に対応することがあるが、指示を
明確に出し与えられた時間内でより目標に近づけるよう、意識的に細かく「仕切って」（統制）いか
ないと一部の生徒しかプログラムに参加していないような無秩序状態を容易に生み出してしまう。
また、ファシリテーターが子どもたち全体に注意を向け、彼らの言動にどのように応じるかによっ
てもグループワークの雰囲気や方向性が決定されていくこともある。 
教師の集団統制力と教室で発生する問題の組み合わせを眺めていると、教師の統制が弱す
ぎる（あるいはわかりにくい）クラスでは小さな人間関係トラブルや授業態度の悪化が発生しやす
く、教師の統制が強すぎるクラスには、教師に対する反抗的な態度が強くなったり、不登校生徒
が戻りにくかったりするように見える。子どもたちにとって、ほどよい統制というのはどのあたりなの
だろうか、柔軟性と譲らない一線との兼ね合いは…と日々頭を悩ませるところである。 
  だが、最近、新たに採用される若い世代の教師たちの中には、スクールカウンセラー配置が当
たり前の学校で育った世代だけに、むしろ「Passive な」関わりの方が得意なのではないかと思え
るような教師も登場している。そういった教師たちに「Active な」関わりについて、例えば「不登校
状態の生徒に対し単位習得のために必要な出席日数について説明し登校を促すこと」や「教室
に近づけるように方向付け、行事に参加するように促すこと」「教室の他の生徒にできる範囲の説
明をして戻りやすい状態を作ること」「プリント配布や席替え」など筆者の方から具体的に提案す
ることがある。このような具体的な提案は筆者が勤務校で先輩教師の実践から学んできたことで
あり、若い教師たちにも継承してもらえたらと感じるものである。また、特に対応の難しい生徒に
ついては、教師の対応方針や方法についてカウンセラーの支持があると専門的な観点から見て
も保障されたと感じ、安心して取り組めるようである。常勤 SC としてそのような提案や支持を繰り
返すうちにその場に必要な支援で足りないところを補うような動きが必要だと感じることが増えた。
役割上、理想的には教師がやるべき範疇だと思われることも担任の持ち味や抱えている仕事量
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やタイミングによっては SC が代行するところがあったり、SC がやりきれぬことも教師が担ってくれ
たり、互いに補いあうことがある。山本の言うような子どもたちを育てる相補的アプローチがチーム
としてできるようになると教師と SC の違いは少なくなってくる。協働できるチームの良さであろう。 
 
（３）情報共有の意義と情報ステーションとしてのスクールカウンセラー 
このような支えあう協動関係のなかで、常勤 SC 故の良さとして挙げたいのは、情報ステーショ
ンとしての役割である。職員室の日常を眺めると教師たちが会議や授業、生徒や保護者対応、
行事の準備、生徒募集対策、ICT 導入対応、部活、委員会活動、来客対応等に追われ、席を温
める暇もなく、中には夕方に昼食を取っている教師もいるほど多忙なのは一目瞭然である。筆者
の場合、相談利用については原則予約制を取っているため予約のない時間は職員室内にいる
ことが多い。そのため、教師からも声をかけられやすく、こちらもそれとなく注意を職員室内に漂
わせていると起こっていることを漠然とではあるがキャッチしやすい。電話や遅刻してきた生徒の
取り次ぎ、あるいは保健室対応の生徒に関する引き継ぎ、教師が気にかけている生徒の情報共
有（非常勤講師や学年内）、管理職への報告など、電話番から対応に配慮のいる生徒に関する
情報共有のハブ（情報ネットワークの中継点）としての役割も担うようになった。連絡のすれ違い
で対応がずれ、それが保護者や生徒などからの不信を招く事例には事欠かない。また、校内で
も学年が変わると生徒対応について引継ぎがなされていない場合がある。新しい担当者に先入
観を与えないためや多忙などの理由が挙げられることがあるが、特に軽度発達障害などの「（校
種を超えた）引継ぎが命」と言われるようなケースではこれまでの経過や対応の成功経験、失敗
経験どちらも引き継いでいく必要がある。入学以来の成長の過程を共有できるよう、前任者に話
を聞くよう勧めたり、前任者から筆者が聞き取ったことを伝えたりしている。 
このような経験から筆者がスクールカウンセラーの役割のひとつ（先に挙げた「子どもの理解を
共有し、子どもの成長を支える場を整える」）の延長として、日々の情報共有ステーションのような
役割を引き受けるようになった。これは常駐しているからこそできることであろう。 
 また、保護者や外部機関との連携においても、授業等で時間的制約が大きく、電話対応が難し
い教員に比べて、面談中でも短時間なら電話対応が可能な筆者は連絡を受けやすい立場にあ
る（面談中の電話対応については異論のある方もあるだろうが、一人職場で直通電話を用意して
いる勤務校の場合、やむを得ぬこととして利用者の皆様にはご理解いただいている）。 
このように常勤 SC は学校内外の情報をキャッチしそれをパスすることで、情報ステーションとし
て情報共有を促進し、子ども理解を共有しよりよい対応を模索するサポートしている。 
 
（４）学校コミュニティに働きかける～環境調整～ 
 上述のような情報ステーション的役割を活かして学校内の環境調整を行うこともある。保護者や
生徒たちの意見や要望などから担当教員には直接言いにくかったことをマイルドに翻訳して（例
えば感情的な「ご意見」だったら、学校が対応可能なリクエストとして）伝えたり、子どもの状態を
共有して先に述べたような教師の「Active な」働きかけのタイミングを検討したり、教師が既に行っ
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ている働きかけから有効に働いているものをフィードバックしたりする。逆に教師の働きかけで真
意が伝わっていないものを子どもの気持ちを受け止めたうえで、子どもに受け止めてもらいやす
い形で伝え直したり、教師から再度働きかけてもらえるよう橋渡ししたりする。教師に働きかける際
の工夫としては、筆者自身の失敗事例を例に話したり、子どもの状態について共有し同じことを
伝えるにもポジティブな言い方をした方が伝わりやすいとか、伝達ツールの工夫（メールでは誤
解を受けるようだから直接会って伝えた方がよいのではないか）などを提案したりするようにして
いる。そういった積み重ねを繰り返すことで、教師たちから「この前、生徒対応でこういうアドバイ
スをいただいたから別のこの子にもそんなふうに接している」とか「対応するとき芝先生（筆者）だ
ったら何と言うかなと思う」とか「以前こんなふうに対応を間違えてしまったから今回はこうしたい」
という報告を伺うようになった。保護者から伺った教師の対応に筆者が謝罪することもあるが、同
じように筆者の対応に対する保護者からのご意見に教師が謝罪することもある。共に成長すると
はこういうことなのだな、と感謝している。 
 長年、協働してきた教師たちとの間にはこのように事例の見方、対応の仕方の蓄積がある。本
来、一つ一つの事例はかけがえのないもので一期一会や個性を大切にしなくてはならないと思う
が、忙しい日々の業務のなかで一から事例の見方を共有していくのは難しい場合がある。「以前、
こんなことがあったけど」とこれまで共有してきた事例に言及すると、専門用語を使わずともその
生徒が陥りがちな困りごとや行動パターンを共有できる部分があるのはありがたい。効果的な情
報共有のためには共通言語が必要である。これもまた長期間常駐してきたことの強みだろう。 
また、生命の安全に関わるようなケースでは、対応方針の共有や情報共有の範囲などの決定
にも常勤 SC として関わり、設備面での事故防止も提案してきた。その実績から筆者は校内の危
機管理委員会やいじめ対策委員会などに所属している。緊迫感のあるケースだと日々状況が変
化する場合がある。そのような場合、毎日顔を合わせられる常勤 SC は学校の強みになる。 
 友人間のトラブルがあった際、両者から相談を受けることもあるし、両方の生徒の事情を知って
いてどちらの言い分もわかるなぁと感じることがある。教師の場合、先に訴えを聴いた方や日頃の
振る舞いが「正しい」生徒に理があると捉えやすい傾向があるように見受けられるが、日常場面を
みることの多い常勤 SC も例外ではない。「いじめ」の訴えがあり調停に臨んだが被害を訴えた者
に肩入れしすぎて、後日加害者側のサポートができなかった苦い経験がある。その教訓を生かし、
友人間のトラブルに関しては経緯を共有したうえで中立の立場で介入できそうな教師に依頼する
ことが多い。また、子ども同士のトラブル解決に教師が積極的に関わることで、教師と子どもの信
頼関係もより一層深まる。ここはカウンセラーが従来通り「黒子」となって相談に来た人の思いを
傾聴し、その人自身がその後どのように相手と関わっていきたいかを丁寧に見つめ、調停を依頼
するなら誰がいいかを考えるお手伝いをする方が得策であるように感じている。 
 子どもたちの成長促進的な環境を整えることに対し、個別的な事例にスクールカウンセラーが
関わることは随分定着してきている。常勤 SC の強みはいくつかの事例や経験から長期的な視点
に立って環境調整の提案をしていくことができるところであろう。次に述べるような「この学校」で
生じやすい問題に、学校としてどのように取り組んでいくかを提案することは次なる課題である。 
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 （５）この学校で生じやすい不適応について 
一つの学校に長くいると徐々にこの学校に生じやすい不適応パターンを感じるようになってく
る。例えば、着任して間もない頃、勤務校では中学入学直後の 4 月にオリエンテーション合宿を
行っていた。筆者も何度か同行したが、教師も新入生の様子をつかむ前に宿泊行事の引率をす
ることになる。現地到着後すぐ体調不良を訴える子ども、夜、熱を出す子ども、プログラムのない
自由時間に対立が起こりそれをきっかけに不登校となる子ども…何例かそんなケースを経験した。
「初めての場所で初めての人たちとふれあう」という緊張の高いこの時期に敢えて子どもたちを家
庭から離すような合宿を実施する必要があるのだろうかと考えていたところ、教師からこの行事に
ついて感想を求められた。そこで、上記のような考えを率直に伝えたところ、学校で検討の結果、
合宿時期を夏休み前に変更することとなった。内容も筆者の提案をもとに、相手との競争関係を
促すような英語研修から構成的エンカウンターグループ、プロジェクト・アドベンチャーへとより子
どもたちの関係づくりに役立つようなものに変更された。 
 また、勤務校では定期的に海外留学する生徒たちがいるが、彼らが現地で不適応を起こす事
例が何件か発生した。これに対する対応を担当教職員と相談し、留学の事前研修として筆者が
ストレス・マネジメントなどの授業を行い、事後研修として留学体験シェアリングと逆カルチャーシ
ョックに関する授業なども行うようになった。また、留学中にカウンセリング・ルームの広報誌をメ
ールで定期的に配信することで、何か気がかりなことがあったとき筆者とコンタクトを取りやすいよ
う工夫している。その結果、現地での不適応事例が減り、また、何かあった時も既に授業等で様
子を知る生徒なので担任や保護者などからの相談にも乗りやすくなった。 
更に、数年前から中学から高校への進学に向け、中学での学習定着度を測るため中３の秋頃
に学力診断テストを実施するようになり、高校生になってから長期欠席に至った生徒から『中３秋
頃から不調を起こすようになった』というエピソードが語られることが増えた。学習内容が高校相
当に移行し、しかも学力診断テストで基準を満たさない場合、連日のように補習や追試が課され
る。学力にばらつきがある子どもたちがキャッチアップできるようにという仕掛けだが、そこで大き
な不調につながる芽が出始めていることは今後、検討していく必要があるだろう。これらのように、
「小学校から中学」「国内から海外」「中学から高校」のように大きく環境が変わる際に生じる「環境
移行」時の不適応以外にも、勤務校では次のようなものが不適応パターンとして挙げられる。 
① 燃えつきタイプ（頑張ってばったりタイプ） 
  筆者が相談で会う子どもたちから話を聞くと、私立中学受験のための準備には凄まじいものが
ある。幼児教室から始まって小学校低学年から通塾、習い事も水泳、バレエ、ピアノなど、平日の
スケジュールが毎日埋まっていた、という子どもたちも多い。高学年になると受験準備がさらに増
え、土日は模試、平日も集団指導の塾の後、個別指導の塾に行き、帰宅が夜 10 時過ぎ、それか
ら塾の課題や学校の宿題などをこなすので就寝は深夜、もしくは早朝に起きて勉強する、という
子どもたちは珍しくない。ご家庭も教育熱心な方が多く、子どもたちの頑張りを当然のこととして
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受け止めておられることが多い。こういった話を繰り返し違う方から伺うので、何かご相談を受ける
際、中学受験についてのお話を聞くようになった。 
 いわゆる｢優等生の息切れ型」と言われるような不登校のタイプであるが、対応としてはまずは休
養に尽きる。元々、親子とも多少無理をしても頑張ることが美徳の文化のご家庭が多く、休養に
抵抗を示されることも多い。「まずは 3 か月休むことに専念し、楽しいと思えること好きなことをして
ください」とお願いするが、子どもたちはこれまで自由な時間をあまり持たない生活を幼児期から
続けてきているので、まず自分の好きなこと、楽しいことを見つけること自体が困難な場合も多い。
そうした場合、対応に困ることが多いのだが頭痛、腹痛などの身体症状を頻発するので、からだ
を休めることや心地よい身体感覚に注意を向けることを勧めるようにしている。学校に復帰する過
程で、自分のペースを大事にして頑張りすぎないことを繰り返し伝えることになるケースが多い。 
② 軽度発達障害タイプ（空気が読めないタイプ） 
  俗にいう｢空気が読めない」ことで、周りの子どもたちから不興を買ってしまうタイプである。背景
には、ADHD や自閉症スペクトラムなどの軽度発達障害がある場合もある。このようなケースの場
合、学級担任の教師も、他の生徒たちとの関係調整に苦労する場合が多い。カウンセリン・ルー
ム内で日常生活のトラブルを振り返ろうとしても難しいことが多く、教師たちがその場その場で、
地道に繰り返し具体的な指導をすることが有効である。事前に筆者と教師で日頃の観察や保護
者からの情報をもとにその子どもの特徴や課題について共有しておく。そして、何か困ったことが
起こったら、その都度、何に困ってどのような反応をしたのか、ということをふりかえり、今後どのよ
うな対処をすると適応的なのか確認することを積み重ねていく。また、学校行事などいつもと違う
場面でパニックを起こしそうな生徒には事前に陥りやすい事態を伝えて困ったら誰に相談するか
を決め、教員間でもどのような対応をするか共有しておく。学校にそのような事例の蓄積が少な
かった頃は、日常の刺激でパニックを起こして教室から逃走する生徒を学校中探すということが
起こっていたが、困ったら「ここ（職員室）に行く」など予め指示を出したり、教師の指示の出し方を
工夫したり、先手を打つことでそういう事態の発生が抑えられるようになっている。 
 文部科学省の方針としては個別指導計画を引き継ぎ、幼児期から大学生まで校種を超えて支
援を引き継ぐことが奨励されているが、保護者の希望などで新しい場所でこれまでのしがらみを
抜けて新しく一からやり直したいということも多く、情報共有がされにくい。入学後、対応の難しさ
が判明し、改めて小学校へ問い合わせることも多い。軽度発達障害についての理解が進み、わ
が国全体に心のバリアフリーが実現すれば校種間の連携も更にスムーズになるだろう。また受け
入れ側の学校関係者にも障害への対応実践が蓄積され、身構えずに引き受けられるようになれ
ば保護者も子どもたちも安心してハンディキャップについて語れるようになるだろう。20 年前に比
べれば随分オープンに語られるようになったが、まだまだ時間と啓発が必要な課題である。 
③ 集団内での自己主張が苦手なタイプ 
思春期の成長に必要なテーマとして親しい友人関係の構築がある。親などの大人との距離が
変化し自立への道を辿り始めるとき、そこはかとない淋しさが生じる。それを埋めるように仲間や
友人を求めるようになる。特に勤務校のような女子校の生徒たちからは「ぼっち（一人ぼっち）」に
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なることが厭われ、一人でいることの淋しさだけでなく「一人でいる私を見られること」も嫌われる。
そこに大変強いピアプレッシャーがあるのはメディアでも取り上げられているところである。 
集団の中に留まり続けるには様々な能力が必要とされる。話を合わせる、人の顔色を読む、か
といって媚びない、ほどほどに自己主張し、その場その場に応じた振る舞いができる、勉強も出
来過ぎずかといって悪過ぎずそこそここなし、SNS でも学校生活とギャップのない適切な発信を
する…など、実に多くのスキルを駆使して彼女たちはグループ（小集団）内での地位を維持して
いる。そういった生活の中、家庭内などでの三者関係が育っていない子どもたちの場合、集団の
なかでほどよく自己主張をすることが苦手である。彼女たちは「人の顔色を読みすぎ気遣いをし
すぎてくたびれる」あるいは、「一対一なら話せるが三人以上になると話題に加わるタイミングや
自分の知らない話題のときにどう振舞っていいかわからない」「あちらでもこちらでも相手に合わ
せていて『八方美人』や『何を考えているかわからない人』と捉えられる」「言いたいことをため込
んでストレスになる」「第三者の視点に思い至らず情報発信して関係者の気持ちを傷つける」など
の不調を抱えやすい。認知機能の弱さが背景にあることもあるが、単親家庭や両親が多忙など
の事情で物理的にも精神的にも家庭内に三者関係が成立していないことも多い。私学は「面倒
見の良い学校」という期待を保護者から持たれやすく、そういった事情のある子どもたちが集まり
やすい側面はあるかもしれない。 
 このような場合、適応には時間がかかる。まずは「相手に合わせなくてもよい」二者関係の中で
安心して自分を出すことが目標になる。保護者が協力的であれば子どもの課題を説明し、子ども
の話を肯定的な関心をもって聴く時間をなるべく増やしてもらう。事情が許せば、不在がちな保
護者を子育てに巻き込む工夫（学校で言えばご両親を呼び、面談）を行う。その上で、人間関係
で困った際、第三者の立場にも立って考えられるよう練習をしたり、担任も交えて面談したり、共
通の知り合い（例えば担任や保護者など）の考えを話題に出して話したりして、擬似的な三者関
係の練習を試みる。残念ながら、校内の同じ集団内で生き生きできることは稀で、校外の友人を
得たり、卒業後などに同世代の友人とうまく関係が築けるようになったりする例が多いようだ。 
恒例行事になりつつある中１保護者会での筆者からの話題提供では、以上のような例を子ども
からの SOS として、保護者にお願いしたい対応とともに紹介している。早期発見、早期対応につ
ながれば、との思いからである。 
 
（６）オープンルームの利用（居場所としてのカウンセリング・ルーム） 
 筆者としては、常勤 SC の良さが最も発揮される仕事の一つがオープンルームではないかと考
えている。大学の学生相談の実践では「談話室」や「サロン」の活動として知られるような予約を取
らずにふらりと思い立ったときに立ち寄れる場所、つまり校内の居場所づくりの実践に近い。勤務
校では大学のように空き時間が多くないので常時開室というわけにはいかないが、毎日昼休み
は常連の生徒で賑わっている。人間関係から教室に居づらい生徒もいれば、少し教室とは違う
空気を吸いにきたい生徒もいる。カウンセリング・ルームでは好きな本などを共有したり、追試の
勉強をしたり、課題をやったり、なかには大学受験の準備をしたりする生徒もいる。高３になると選
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択授業の関係で空き時間になる生徒もおり、部活や学校行事の準備に参加するまでの時間を過
ごす生徒たちもいる。筆者は校内での居場所の一つになってもらえばという思いから、昼休みに
カウンセリング・ルームから退室する子どもたちには「いってらっしゃい」と声をかけている。子ども
たちも「いってきます」と答えてくれる。いつしか、先輩たちが後輩たちに「いってらっしゃい」と声
をかけるようになってくれたのはうれしいことだった。 
 そんな場所で顔見知りになった生徒がたまたま一人になったときや他の子どもたちのいるとき
でも個人的な相談を持ちかけてくれることがある。あるいは個別に対応していた生徒が友達を連
れて昼休みに遊びに来たり、この子も相談した方がいいと思ったから連れてきた、と言ってくれた
りすることがある。このような関わりを高岡（２００２）は「日常開放的空間モデル」の実践として公立
中学での事例を挙げ丁寧に論じている。筆者の経験から言ってもこのような開放の仕方は高岡
が挙げるような①相談しようという決意が成熟し、またカウンセラーが自分の相談を受け止めるに
足る人物であるかを「見定め」る期間を子どもたちに許容する②緊急時の避難場所、居場所③学
校の規律より自由度の高い空間で遊びながら、大人の助けを借りること自体に抵抗が強くなり援
助希求力が特に低くなる思春期の子どもたちが自然な形で大人に接近してサポートを得るチャ
ンスを増やすというような作用があるように思う。このような形で自然なサポートを得る練習を積み
重ねることは日常での援助希求力を増すように感じることがある。実際、個別相談に誘うと「問題
児扱いされるのではないか」「知られたくない内面に踏み込まれるのではないか」とひどく警戒さ
れ、毎日遊びには来るが個別相談は単発で継続的にならなかった生徒のなかには、卒業後、友
人たちのサポートをうまく得て生活しているものもいた。 
また、このようなオープンルームを取り入れ、日常的に様々な生徒が出入りしているカウンセリ
ング・ルームは一部の何か深刻な「問題」を抱えた子どもたちが行くところではなく、子どもたちも
その保護者も教師たちも全員が気軽に相談できる場所として学校コミュニティ内に根付きやすい。
それにより「深刻な問題を抱えているのではないか」という目で見られることを非常に恐れる「深刻
な問題」を抱えた子どもたちが接近しやすい場所となる。実際、「深刻な問題」を抱えた子どもが
オープンルームにふらりと訪れて話していくことがある。継続相談に誘って定着する場合もあるが
そうでない場合も多い。そうしたとき「また明日」と互いに言えることが子どもたちのサポートになり
カウンセラーの無力感を軽減することにもなる。（ただ、同じ学年の「変わった子」と見なされるよう
な生徒が頻繁に出入りしているとやはりカウンセリング・ルームに来るのは「変わった子」だという
認識をされやすく同学年の生徒来室が難しくなることもある。難しいところである。） 
教師たちもその辺りの子どもたちの心の機微を汲んで、カウンセリング・ルームを紹介する際、
「先生も相談したことがあるよ」「いろんな人に話して、話を聞いてみたらいいんじゃない」というよ
うな表現でカウンセリング・ルームへの相談を勧めてくれる。実際、教師たちから生徒対応のこと
以外にもご自身のことやご家族のことなどを相談されることもある。それほどのご信頼を頂いてい
ることに襟を正す思いだが、同僚としての関係性を超えない範囲で、筆者のできる限りの知恵と
経験でお答えするようにしている。 
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カウンセリング・ルームや常勤 SC が子どもたちの日常に近いものであるために、筆者は毎年４
月、新入生向けのオリエンテーションを行う。オリエンテーションでは緊張の強い時期を乗り切れ
るようストレス・マネジメントや子どもたちのリレーションづくりに重点を置いたグループワークを実
施している。稀に「あんな明るい人には相談したくない」という痛烈な批判を浴びることもあるが、
通りすがりにカウンセリング・ルームの愛称で呼ばれ、挨拶を返す関係が子どもたちとの間ででき
る。新入生だけでなく上級生に対しても各教室を訪れ、5～10 分程度ストレス・マネジメントのお
話をし、筋弛緩のリラクゼーションワークを行う。勤続 18 年間で多忙を言い訳にクラス訪問をやめ
た年があったが、カウンセリング・ルーム利用者がかなり減少した。やはり毎年クラスに顔を出し続
けるというのは意味のあることだったと再確認した。近年は在籍生徒全員に対しスクールカウンセ
ラーが面談等を実施する学校もあると聞く。相談する意志もない子どもたちを呼んで内面に触れ
ることに「踏み込みすぎではないか」という躊躇があり、勤務校では実施には至っていない。子ど
もたちの自主来談に任せたいという思いからクラスに年１度顔を出し、行事の引率等で子どもた
ちと触れ合う程度にとどめている。 
また、毎年、心理教育的話題から１つテーマを決め（例えばストレス・マネジメントやアンガー・
マネジメント、自己肯定感、聴くこと、モチベーションなど）、エッセイを書いてカウンセリング・ルー
ムの広報誌を発行している。裏面には生徒の詩やイラストなどの投稿を掲載し親しまれている。
保護者会や文化祭などで来校された保護者から「読んでます」「楽しみにしてます」と声をかけて
いただけるようになった。そうした保護者が他の保護者へカウンセリング・ルームへの来談を勧め
てくださるケースもあり、身近な相談場所として利用される契機になっている。 
このようなオープンルームスタイルのカウンセリング・ルームは、心理的な課題のみならず「よろ
ず相談」になりやすい。「追試なので鉛筆と消しゴムを貸してください」「宿題教えて」「スクールカ
ウンセラーになりたいがどのような大学に行けばよいか」などなど多岐にわたる。これが次の相談
につながる一手だと信じて（実際そうなることも多いので）そのようなリクエストにも対応する。直接、
筆者がリクエストに応える場合もあればより適切な方につなぐというような窓口業務を行うこともあ
る。こういった対応は先に述べたような来室しやすさ、敷居の低さというメリットにつながる一方で、
専門性の定義が難しく、卒業後も何らかの支援が必要そうな生徒を病院などの精神的ケアを専
門にする学校外の機関、特に有償の治療機関へつないでいくことが難しいケースも多い。そのよ
うな場合、「学生相談室や保健管理センターというようなところに私のような役割のカウンセラーが
いるはずだからお訪ねしてみるといいよ」と伝えておいたり、卒業後に電話やメールなどで相談
があった際、改めて進学先の相談機関の連絡先を伝えたり、相談機関に筆者が連絡をしてつな
いだりすることもある。卒業生や中途退学者等の新しいコミュニティへのブリッジ的な役割を取り
たいと考えている。しかしながら新しい場所につながらず、卒業後も年数回会いに来てくれること
もある。カウンセリング・ルームを卒業させてあげられなくて申し訳ない、という気持ちになる一方
で常勤 SC だからこそ、ピンポイントだが長期的なサポートができる、とほんの少しうれしくなるとき
もある。久しぶりに来る卒業生は進学先での友人関係や就職先での話をしてくれることもある。不
登校経験のある生徒が卒後１～2 年してから「来るのが怖かった学校にもう一度自分の意志で訪
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ねないと何か乗り越えられないのではないかと思った」と尋ねてくれたこともあった。卒業後に精
神疾患を発症した生徒が「あのときお世話になりました」と挨拶にきてくれることもある。特に在学
中、大変心配な様子だった生徒は卒業後も大層気になるものだ。たまにメールや年賀状などで
元気な様子を知らせてもらえると本当にうれしく、仕事への活力をもらえる。勤務校には苦労しな
がら卒業した生徒のみならず、途中で退学した生徒たちも教師や筆者を気軽に訪ね、進学、就
職、結婚、出産など人生の節目（ライフ・イベント）で報告してくれる風土がある。 
 
（７）メール相談 
 上に述べたような卒業生などとの連絡や相談ツールとしても活用されるメールだが、在学生や
在学生の保護者との間でも連絡・相談のツールとして使用している。 
 勤務校では教職員各自にパソコンが貸与され、各自メールアドレスを持ち校内外との連絡に使
用している。保護者も仕事などで連絡がつく時間が限られており、また、教師たちも授業や会議
の合間を縫っての対応になるので、保護者から電話があっても直接コミュニケーションが取れな
いことも多い。教師、保護者間の連絡はご家庭と直接電話で連絡がつく時間帯、夜７、８時過ぎま
で残業している教師も少なくないが、長期欠席者の日々の欠席連絡や保護者からの相談、教師
からの連絡などにメールが活用されている。メール連絡は、込み入った内容の場合、ニュアンス
が伝わりにくく互いに誤解を生じたり、厳密に伝えようとすると文字数が多くなり書き手にも読み手
にも負担がかかってしまったりする難点がある。また、携帯電話・スマートフォンなどで気軽に打
てる手軽さから、毎日のように頻繁にメールで現状報告をしてこられる方もいる。 
カウンセリング・ルームでは、震災後の緊急支援をきっかけにメールアドレスを公開し、直通電
話、教師からの紹介、直接来談等と共に相談予約方法の１つとして案内している。メールだけで
予約する方は少数だが、個別相談対応後に連絡・相談に使われることがある。学校のパソコンの
みでメール対応している旨を伝え、朝9時過ぎの出勤時のみにメールチェックすること、すぐにお
返事ができない場合もあることをご了承いただいている。保護者の場合、その後の経過を見なが
らご家庭の様子を伺ったり、ご相談に対して一般的なガイダンス（思春期の子どもの特徴や保護
者対応のヒントを伝える）をしたりする。数か月から数年の長期間にわたりメールで相談を継続す
る場合も多い。長期間になると保護者も出口の見えない対応に疲弊している。必ず「お疲れさま
です」「お大事に」というような保護者を労うメッセージを入れるようにしている。また、相談すること
自体に「迷惑をかけて申し訳ない」という気持ちを感じる方も多いようなので、常識的なことかもし
れないが、「ご連絡ありがとうございます」という言葉も必ず返信するようにしている。 
 定期的な相談をしている子どもたちとの間では、メールを個別面接（面談）の予約時間を決める
以外にカウンセラー側から子どもたちに接近する目的で使うことがある。例えば、個別面接のキャ
ンセルや学校欠席の際、「今日お約束の日だったと思うけど、お休みだったから気になって連絡
しました」や「心配しています」など、子どもたちからの連絡を待つのではなく、こちらから子どもた
ちのことを「気にしていますよ」「気づいていますよ」と接近するような連絡を入れる手段として使っ
ている。カウンセリング（心理療法）のベーシックな考え方に従えば、面談のキャンセルには抵抗
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やカウンセラーとの関係性など意味があり、また、学校を休むことにも意義がある。学校内でのカ
ウンセリングでもそれに準じた解釈をすべきであろうが、日常に近い場所でのカウンセリングなの
で、予約面接（面談）も追試でキャンセル、行事が長引いてキャンセル、早退してキャンセルした
が連絡が来ない、友達が一緒に帰ろうと言うのでそのまま帰った、など学校や日常生活の予定に
左右されやすい。中には面接の日程を覚えていられない生徒もいる。そうしたときに、わざわざ
担任に依頼して呼び出してキャンセルの理由を聞くことが憚られる（そもそも担任に来談を知られ
たくない）場合や学校から電話をかけることが本人の休養を邪魔してしまうかもしれない、という懸
念がある場合など、手紙や電話より少し気軽さのあるメールの方がよい距離感ではないかと思っ
て利用している。また、長期欠席の生徒に対し、保護者や学級担任からの相談をきっかけに、従
来は手紙で「（あなたの不在に気付いて）気にしていますよ」と連絡を送り、相談に来る時機を待
つことが多かったが、電話に出られなかったり手紙に返事できなかったりする子どもも、メールに
は返信してくれたり、筆者からのメールを見て筆者からの電話に出てくれるようになる場合もある。
子どもたちの間では Twitter などの SNS で「愚痴アカ（愚痴専用アカウント）」なるものを作り、他の
SNS ユーザーが閲覧できないように非公開にして自分の心情を吐露してストレス解消する、という
者も多い。実際に会って話すときはそれほど語らないのにメールでは実に複雑な自分の心情、
状況を記述する子どもたちもいる。ああ、こんなことを考えていてそれをようやく打ち明けてくれた
んだな、と感じると共に、これを面と向かって筆者に話せないのはなぜだろう、と考える。筆者のリ
アルタイムの反応が怖かったのか、なかなか言葉にならなかった葛藤を何度も書き直して整えて
送ってくれたのか、そういった心情を考えながら、その後、面談や電話のときに「そういえばこの
前くれたメールで」と一度は話題にするようにしている。 
 そのような関係の続いた生徒は、卒業後も思い出したようにメールをくれることがある。在学中
はあなたにとってこういうことがテーマだったように記憶しているけど、その頃に比べてこんなふう
に成長したみたいに感じる、とか、あなたがあの頃話してくれたこと（例えば親子関係）から想像
すると、今またそういうこと（例えば新しく親密な他者との関わりを築くこと）に困っているのは無理
のないことのように思うよ、というようなメッセージを送る。メールだけのつながりなのでこちらとして
もどのように受け止められるのか気がかりではあるが、また思い出したようにメールをくれるという
ことは、大海に浮かぶ浮輪くらいには役に立っているのかもしれないと思っている。 
 
（８）緊急支援活動について 
 大きな災害が発生すると、臨床心理士がチームを組んで被災地支援に入っていくというような
緊急支援については阪神淡路大震災以来、メジャーになってきた。学校ではそのような災害時
の支援のみならず、学校内外で生じる PTSD につながるような緊急事態に対してスクールカウン
セラーが心理的なケアを行うことが一般的になりつつある。公立学校だと外部からの支援チーム
が学校内に入る事例も増えているようだが、そのような場合、もともと学校にいるスクールカウンセ
ラーと教職員との関係性が支援チームの活動にも影響を与える（向笠，２０１７）。外部支援チー
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ムが校内で支援活動にあたる際、スムーズな連携の結び目となることが期待され、それは日頃の
活動でも留意すべき点と思われる。 
 勤務校では幸いにもまだそのような大規模な支援を受けたことがないが、東日本大震災の際は、
交通機関麻痺や安全確保のため学校に泊まる生徒もおり、大きな揺れのためにパニックになっ
た生徒や自宅や親類などが被災した生徒もいた。そのため、学校生活が再開してから、全生徒
にストレスチェックを行い、ストレスの高い生徒については常勤SCが個別面接を行った。また、学
校のホームページで起こりやすい反応や PTSD 予防のための知識を周知した。 
 その他にも学校では、児童虐待なども含め様々の緊急支援が必要な事態が発生する。筆者は
その都度、危機管理委員会のメンバーとして学校全体を視野にいれたケアプランや行動計画を
提案し個別対応にもコミットしてきた。一般的に校内での緊急支援対応はスクールカウンセラー
自身も関係者である場合が多く、消耗感や罪責感、無力感が強くなることがある。このような場合、
スクールカウンセラー自身がケアを受けたり、相談したりできるネットワークを持っていることは、ケ
アを必要としている方々に対し長期的な対応をする上で非常に重要なことである。こうしたネット
ワークは一朝一夕にできるものではない。筆者自身は外部機関の電話相談や定期的なスーパ
ービジョン、私立学校のスクールカウンセラー経験者で作る事例検討会など日頃から信頼できる
サポーターを多く持つように心がけている。 
 なお、教師たちは現在、自殺予防のためのゲートキーパーとしての役割も期待されている。ゲ
ートキーパーとしてどのような対応がよいのか教師向けの研修を実施し、また心配なケースがあ
れば、具体的な対応について教師にもコンサルテーションを行っている。 
 
（９）その他、常勤職にともなう仕事 
 常勤 SC の仕事をしているとこれまで述べたような心理の専門職とは関連の薄い仕事も要請さ
れる。関連分野として文部科学省からの生徒指導上の諸問題（いじめ・不登校等）等の調査集計
や、改正労働安全衛生法（ストレスチェック義務化）への対応について衛生委員会への召集もあ
る。また「心理」「相談」「特別支援」「発達障害」「不登校」「いじめ」などがタイトルに入った文書は
とりあえず回覧され資料の校内配布などの依頼もある。生徒募集活動で塾にポスターを持参した
り学校説明会でチラシ配りや校内案内をしたりすることもある。生徒指導部にあたる部署に配属さ
れ、学校内の SNS 等インターネット利用に関するルール作りなどの定例会議にも出席し、必要な
届出用紙の用意や名刺注文係なども頼まれる。学校行事で受付に立ち、物品販売のサポートも
する。他の教師たちに比べると業務量はかなり勘案されていると思うので、教師にはかなり多忙
感があるだろうと肌身で感じる。そういった一見「雑用」のような仕事にもチャンスはある。文部科
学省の調査に対応することで、勤務校の長期欠席者の人数、日数、担任の長期欠席者に対する
対応、見方などを一緒に点検することができる。教職員がどのような労働環境でストレスを感じな
がら仕事をしているか、その負担感を減じるにはどのようにしたらよいかの協議に加わることもで
きる。関連の研修会について知り周知することができる。受付では久しぶりに会う保護者や日頃
お子さんがカウンセリング・ルームに来ているが、直接面識がなかった保護者の方とも挨拶を交
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わすことができる。受験生や保護者が勤務校にどのような期待を持っているか、教職員が本校の
強みをどのように捉えているかを知ることができる。そして他の教職員がどんなプレッシャーのな
かで仕事をしているのか、一端を知ることができる。「何でこんな仕事しないといけないのかなぁ」
とぼやきたくなることがないと言えば嘘になるが「先生たちもこんな気持ちなんだろうな」「この仕
事で自分がお役に立てることはなんだろう」と考えるようにしている。学校の行事等で教職員が忙
しく、手薄になりやすいタイミングも知ることができるので相談のタイミングを図れるメリットと、本来
は相談者のニーズを優先すべきなのに先生方の忙しさやキャパシティを斟酌してしまうデメリット
がある。日常の学校生活に近いところにいる常勤 SC の強みであり、弱みであろう。 
 
４． おわりに 
 学校教育相談について考察し、18 年の常勤 SC としての仕事をふりかえった。これまで述べて
きたように常勤 SC ならではの利点と弱点がある。常勤ＳＣの利点は①タイムリーでスムーズな教
師たちとの情報共有や実践協力、環境調整②状態変化の大きい事例への迅速な対応③長期的
な視点に立った行事・設備等の変更に関する提案④学校行事、オープンルームなど日常に近
い形で生徒・保護者に接し、カウンセリング（心理相談）への接近を易化⑤断続的ではあるが長
期的支援が可能、などが挙げられる。逆に生じやすい弱点は①外部性・中立性の担保が難しく
葛藤状況に巻き込まれやすい②日常生活が目に入り目の前にいる相談者に対して共感的にな
りにくいことがある③緊急支援の際、関係者に近く、自身の罪責感、無力感を刺激されやすい④
相談者のニーズより学校や教師の事情を斟酌してしまいがち、などがある。諸刃の剣のように利
点・弱点両面がある常勤 SC ではあるが、利点を活かし弱点は工夫して対応していきたい。 
臨床心理学の知見を学校現場に応用し、「この学校」に合わせたオーダーメイドの学校臨床を
実践してきたつもりである。学校は毎年１学年分の生徒が卒業し新しく入学してくる。人が入れ替
わっても同じように発生する問題もあるが、誰もが人生に一度しかない学校生活を経験している。
子どもたちの人生が少しでも豊かになり、卒業後も繰り返し生じてくる心理発達的な課題を生き延
びる力が少しでもつくように、教師たちや子どもたち、あるいは保護者の方々と学びあいながら成
長促進的な場として学校を整え、一人一人の心を耕し種を撒いてきた。スクールカウンセラーが
子どもたちの成長に貢献できるのは、必要な時に援助を求めれば誰かが手を差し伸べてくれる、
という体験を用意することではないかと思う。ほどよく自立した人はたくさんの依存できる資源を持
っている。思春期という自立と依存のバランスが難しい時期に、思春期の子どもたちに身近な学
校という場所で、スクールカウンセラーとして働けることの幸せをかみしめている。 
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